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 晴天のもと、第 35 回中部地区少年少女のつどいを三朝町で開催しました。中高生ボラ

ンティア 5 名、青年団や三朝町赤十字奉仕団の方の御協力をいただき、小学生 38 名が学

校、学年の枠を越えて様々な活動で関わり合いました。特に中高生ボランティアの 5 名は、

輪の中に入って一緒に活動したり、上手な声かけをしたり、児童と同じ目線で、すばらし

い関わりを見せてくれました。きっと子どもたちは、「こんなお兄さん、お姉さんになりた

い」と記憶に残ったのではないでしょうか。 

 

   
 

「仲間づくりゲーム」  「チーズやちくわのくんせい」  「大玉を使ったゲーム」 

 友だちとたくさん話し   けむりのにおいは大人の味    白熱しました 

ました          でした 

７月 ６日（土） 

 第２回中部地区人権教育懇談会（倉吉体育文化会館） 

７月１０日（水） 

 第２回「子育て親育ちプログラム」ファシリテータ養成講座（倉吉体育文化会館） 

７月１１日（木） 

 全県社会教育関係者研修会（倉吉体育文化会館） 

７月２２日（月） 

 第３回人権・同和教育担当者会（琴の浦高等特別支援学校） 

７月２５日（木） 

 社会教育担当者会（中部総合事務所） 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  6 月 28 日(金)に標題の会があり岸本が参加し

てきました。始めに実践発表があり、倉吉市の灘手

地区公民館長さんと青年クラブ会長さんが青年団

活動について発表されました。若者の活動を支える

ため、周りの経験者がサポートしたり、活動内容を

充実させたりと、熱い取り組みが伝わってきました。

この後も江府町青年団による地元企業との連携な

どの実践発表もありました。 

 ワークショップでは、「若者世代を事業に取り込

む仕掛けを考える」をテーマに意見を出し合いまし

た。「口を出さずに手を貸す」、また、「財源確保の手助け」、「魅力ある事業計画」などの意

見が出、熱心な話し合いになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 意見を出し合い、項目ごとにまとめる       情報を共有し合う 

 

平成２５年６月２５日（火）に東伯郡社会教育協議会 
の総会が開催されました。今年度の社会教育協議会表彰 
は、琴浦町教育委員会推薦の岩崎睦枝さんでした。 

岩崎さんは、お子さんが加入したことをきっかけに始 
められたガールスカウト活動の支援を約３０年間に渡り 
続けておられ、昭和６３年からは、社団法人ガールスカ 
ウト日本連盟鳥取第２団リーダーとして、町内のみなら 
ず、郡内の青少年健全育成活動にも尽力されています。 
 また、平成１０年からは八橋警察署少年健全育成会員、 
平成１３年度からは琴浦町青少年健全育成指導員、平成 
２０年からは琴浦町社会教育委員を務められるなど、大 
変幅広く活動しておられます。 
 御受賞、おめでとうございました。 

東伯郡社会教育協議会総会で岩崎さん表彰 



 

 

 

各市町で、人権教育啓発事業が行われます。期間中は、一人一人が同和問題を正しく理

解し、認識を深めていただくような講演会や研修会などが企画されています。是非御参加

ください。 

 
 

 

 

 第 2 期「とっとり子育て親育ちプログラム」のファシリテータ養成講

座がスタートしました。今期、中部からの受講者は 9 名。すでに１期生

は、保育園の保護者研修や小中学校のＰＴＡ研修など、様々な場所で活

躍されています。なお、派遣申請につきましては鳥取県教育委員会 家

庭・地域教育課（０８５７-２６-７５１８）までお問い合わせください。 

 



 

 

 

 

  

夏の交通安全県民運動が始まります。期間

は 7 月１６日（火）～7 月２５日（木）ま

での 10 日間です。 

夏は屋外での活動やレジャーなどの機会

が増え、交通量の増加や、屋外での活動が活

発になることから、交通事故が増えるおそれ

があります。このようなことから、夏の交通

安全県民運動は、「交通事故に遭わない、交

通事故を起こさない」ために、一人一人が交

通ルールの遵守と交通マナーの向上に取り

組むことを通じて、交通事故防止を図ること

を目的に実施されます 

 そこで、中部教育局も安全運転啓発のため

のポスターを作成しました。急がず、慌てず、

落ち着いて、事故の未然防止に努めたいもの

です。中部教育局のホームページにファイル

を載せていますので、ぜひ職場などに掲示し

ていただき、交通安全の啓発にお役立てくだ

さい。 

 

 

 

 

中部教育局が「安全運転 5 則」を作成 

中部教育局 社会教育担当 

電話  0858－23－3253 

FAX   0858－23－5203 

E-mail kishimoto-r@pref.tottori.jp 

【あとがき】 

７月に入り、例年より早く梅雨明けしまし

た。気温も３０度を超える日が続き、冷たい

ものが恋しくなる季節になりました。先日、

娘とウォーキングをしていると、田んぼに蛍

が飛んでいました。「蛍３匹見つけたら、いい

ことがあるかも」と会話も弾みます。蛍は時

期的にはもう最後なのですが、成虫になって

から２週間という寿命を夜露だけで生きるそ

うです。蛍に出会える期間は短いものです。

蛍のように、私たちに季節を伝えてくれるも

のが周りにたくさん見つかります。なんとな

くぼうっと過ごしているときに見つけること

が多いかもしれません。１日の中で少しだけ

ゆとりある時間が持てるといいですね。いよ

いよ夏本番です。何が見つかるでしょうか。     

（岸本） 


